
災
害
死
亡
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

大
規
模
震
災
対
策
計
画
を
策
定

阪
神
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
、
緊
急
的
な
震
災
対
策
を

講
じ
た
「
大
規
模
震
災
対
策
計
画
」
が
、
４

月
2
7日
に
開

催
さ
れ
た
防
災
会
議
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
に
よ
る
死
亡
者
が
ゼ
ロ
と
い
う
高
い
理
想
の
実
現

を
目
指
し
、「
計
画
」
で
は
迅
速
な
初
動
体
制
の
確
立
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

こ

れ
ま
で
は
、
震
災
が
発
生
し
た
場
合
、
市
役
所
内
に

設
置
さ
れ
る
災
害
対
策
本
部
を
中
心
に
対
処
す
る
体
制
で

し
た
が
、
新
し
い
計
画
で
は
、
こ
れ
に
加
え
て
支
所
を
中

心
と
す
る
市
内
十
地
区
に
活
動
拠
点
（
地
域
対
策
本
部
）
を

設
け
て
、
災
害
対
策
要
員
も
地
区
内
や
近
隣
に
居
住
す
る

市
職
員
を
最
寄
り
の
拠
点
に
直
行
さ
せ
る
な
ど
、
地
域
に

密
着
し
た
機
動
性
の
あ
る
防
災
活
動
体
制
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
救
助
・
医
療
体
制
の
整
備
、
避
難
場
所
の
見
直

し
、
消
防
水
利
の
確
保
な
ど
、
七
つ
の
大
き
な
項
目
を
設

け
て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

醴
防
災
課

阪

神

淡

路

大

震

災

を

教

訓

に

緊

急

的

な
震

災

対

策

を

整

備

市
で

は
震
災
へ
の
備
え
と
し
て

、

昭

和
6
3年
に

「
地
域
防
災
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
が
、
先
の
阪
神

淡
路
大
震
災
の
よ
う
な
震
度
７
の

都
市
直
下

型
地
震
は
想
定
さ
れ
て

い

ま
せ
ん
で
し
た
。

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
多
く
の

生
命
や
財
産
が
失
わ
れ
、
救
助
体

制
や
道
路
交
通
の

確
保
、
災
害
情

報
の
把
握
、
避
難
体
制
・
耐
震
基

準
の
見
直
し
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
点
が
提
起
さ
れ
ま
し

た
。

し
か
し
、「
地
域
防
災
計
画
」
を

抜
本
的
に
見
直
す
に
は
、
国
や
県

の
防
災
計
画
等
と
の
整
合
性
が
必

要
な
た
め
、
長
い
時
間
が
か
か
り

ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は

、
四
十
六
万
市

民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

防
災
計
画

が
本
格
的
に
見
直
さ
れ

る
ま
で
の
暫
定
的
な
緊
急
対

策
と

し
て
「
大
規
模
震
災
対
策
計
画
」

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

支

所

を

中

心

に

、

地

域

に

適

し

た

き

め

細

か

い
応

急

対

策

こ

れ
ま
で
の

計
画
で
は
、
災
害

対
策
本
部
を
中
心
に
し
て

災
害
に

対
処
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い

ま
し

た
が
、
新
し
い

計
画
で
は
、
市
役

所
に
置
か
れ
る
災
害
対
策
本
部
の

ほ

か
に

各
支
所
等
（
十
ヵ
所
）
に

設
置
さ
れ
る
地
域
対
策
本
部
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
最
も
適
し
た

応
急
対
策
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
地
震
が
発
生
し
た
場
合

に

は
、
市
の
職
員
は
最
寄
り
の
支

所
に

駆
け
つ
け
震
災
対

策
業
務
を

優
先
的
に
行
う
な
ど
、
地
域
の
実

情
に

応
じ
た
機
動
性
を
重
視
し
て

い

ま
す
。

震

災

発

生

後
１０

日

間

を

重

視

大
震
災
が
発
生
し
た
場
合
、
最

初
の
十
日

間
の
対
策
が
最
も
重
要

で
あ
る
と
考
え

、
十
日

間
の
き
め

細
か
な
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
ま

し
た

。
初
日
に
は
、
地
域
に

居
住
す
る

職
員
が
初
期
防
災
活
動
に

従
事
す

る
ほ
か
、
電
話
等
の
通
信
網
の
整

備
や
主
要
道
路
の
巡
回
・
交
通
規

制
な
ど
に
よ
る
輸
送
路
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

三
日
目
ま
で

は
、
被
災
住
民
の

避
難
や
誘
導
に

集
中
的
に
取

り
組

み

、
四
日
目
か
ら
一
週
間
で

は
、

市
民
生
活
に
か
か
わ
る
窓
口
を
再

開
す
る
な
ど
行
政
機
能
の
建
て

直

し
や
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

復
旧
に
取
り
組

み
ま
す
。

市
民
生
活
の
安
全
を
確
保
し

た

と
判
断
し
た
場
合
、
十
日
目
を
目

途
に

現
行
の
地
域
防
災
計
画
に

基

づ
い

た
体
制
に
移
行
し
、
本
格
的

な
復
旧
・

復
興
対
策
を
総
合
的
に

行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

災

害

予

防

対

策

に

も

配

慮

緊
急
的
な
対
策
の
ほ
か

、
自
主

防
災
組
織
の

Ｉ
〇
〇
％

結
成
を
目

指
し
た
り
、
防
災
研
究
都
市
・
防

災
姉
妹
都
市
に
よ
る
相
互
応
援
体

制
や
さ
ま
ざ
ま
な
技
能
を
持
っ
た

市
民
に
よ

る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
の
制
度
化
な
ど
、
中
長
期
的

な
災
害
予
防
対
策
の
充
実
も
図
り

ま
す
。

※
計
画
の
詳
細
は
２
・
３

ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

「
人
権
を
大
切
に
」

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

基
本
的
人
権
は
、
人
が
平
和
に

生
き
る
た
め
に
最
も
大
切
な
権
利

で

す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民

の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し

、
見
守

る
人
権
の
見
張
役
で
す
。

互
い
の
人
権
を
尊
重
し

、
明
る

い
社
会
を
つ

く
る
た
め
に

、
人
権

擁
護
委
員
は
皆
さ
ん
の
ご
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

市の人権擁護委員

相
談
は
無
料
で

、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い

。

※

定
例
の

人

権
相

談
に
つ
い

て

は
、
広
報
毎
月
2
0日
号
の
「
相

談
案
内
」
で
ご
紹
介
し
て
い

ま

す
（
３
ペ

ー
ジ
参
照
）
。

醴
援
護
課
庶
務
係

氏　　名 住所・電話

島 村 芳 子
仲井町2 -128- 2

≫62-5286

有 坂 星 子
金ヶ作306

O87-5055

和 田 康 男
松戸新田18－ 4

062-7853

谷 口 充 徳
中金杉2 －20

042-7925

高橋むつき
上本郷2334- 6

O67-1404

鈴 木 一 夫
⊃ﾝ 木144- 2

O41-0192

瀧 田 泰 子
上本郷3730

062-2683

山 田 英 夫
小山265

062-8886

沖　 英 雄
松戸1488

061-0888

国
・
特
殊
法
人
へ
の
要
望
等
は
行
政
相
談
委
員
へ

国
・
県
な
ど
の

役
所
の
業
務
や
、

Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
特
殊
法
人
の

仕
事
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
の
相
談

や
要
望
を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
に
関
す
る
秘
密
は

厳
守
さ

れ
、
費
用
は
無
料
で

す
。

醴
市
民
相
談
室

6/1C 木)～７(水)は

関東財務局

ふれあいウィーク

行政相談も行っています

佐
藤

昌
雅

瀧田

泰
子

ｌ

子

渡
来
進
太
郎

和田

康
男

林

克
忠

氏

名

魯
金

87 ヶ

｜　作
１ 三
８ 四
４ 三
２

肘

げ

6七膸

豊
松

62戸
｜－
４－
５ 二
〇五
８

酋高り

娼

竹
－

豊
松

62戸
｜ 新
７ 田
８ －
５ 八
３ １

四

壼二似

昆
？

排

湮

大
蔵
省
関
東
財
務
局
千
葉
財
務
事
務

所
で
は
、
財
政
・
金
融
・
保
険
・
証
券
・

国
有
財
産
等
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い

ウ
ィ

ー
ク
の

期
間
中
（
土
・

日

を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）
、
行

政
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

閲
千
葉
財
務
事
務
所
昔
0
4
3
－
2
5
1
－
7
2

1
1
番

初動体制の

確立に重点

春
季
行
政
相
談

強
調
週
間



[2]救助・救護・医療[3] 避難場所の見直し

川井敏久

防災計画の見直しにあたって

災害死亡者ぜ口を目指して議論を重ねた防災会 議

よ
う
か
」
な
ど
と

、

電
話
や
フ
ァ
ッ

ク
ス

で
不

安
を
訴
え
る

声

が
数
多
く
寄
せ
ら

れ

ま
し
た

。

市

営
水
道
の
監
視

体
制
を
強
化
す
る
よ

う
指
示

を
出
し

な
が

ら
、
改
め
て
無
差
別

な
テ
ロ
行
為
に
憤
り

を

覚

え

る

と

と

も

に
、
こ
の
よ
う
な
不

幸
な
事
件
が
市
内
で

こ

の
ふ
た
月
ほ
ど
、
テ
レ
ビ

や
新
聞
で
サ
リ
ン
関
連
の

事
件

に
つ

い
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
い

日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

松
戸
市
か
ら
も
大
勢
の
市
民

が
通
勤
や

通
学
で
都
内
に
通
っ

て
お
り
、
私
の
も
と
へ
も
「
怖

く
て

電
車
に
乗
れ
ま
せ
ん
」「
飲

み

水
は
大
丈
夫
で
し

発
生
し
な
い
よ
う
に
と
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
て

、
先
月
2
7日

、
大
規
模

宸
災
対
策
計
画
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
先
の
阪
神
淡
路
大
震
災

を
教
訓
に

、
地
震
発
生
時
の
初

動

体
制

の

確
立
に

主

眼
を

置

き
、
現
行
の
地
域
防
災
計
画
の

中
で

緊
急
に
対
策
を
必
要
と
す

る
も
の
を
再
優
先
に
し
て
当
面

の

見

直
し

を
行

っ
た

も
の
で

す
。
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

は

今
回
の
広
報
で
詳
し
く
お
知
ら

せ
し
て

お
り
ま
す
の
で

、
こ
こ

で

は
省
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
国

や
県
の
防
災
計
画
等
の
見
直
し

に
合
わ
せ
て

、
随
時
見
直
し
を

図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
大
地
震
、
サ

リ
ン
事
件
と
、
私
た
ち
の
平
和

な
暮
ら
し
も
危
険
と
紙
一
重
の

存
在
と
い

う
こ

と
を
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。「
世
界
一
安
全
な

国
－

日
本
」
と
い
う
神
話
も
、

過
去
の
も
の
に
な
っ
て
し

ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
か

。

防
災
計
画
も
天
災
だ
け
で
な

く
、
こ

の
よ
う
な
人
災
に
も
対

処
で
き
る
よ
う
に

す
る
必
要
が

あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ

れ
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
も
ふ
だ
ん
か
ら
万
一
の
事
態

に
対
す
る
心
構
え
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
一
朝
何
か
起
き
た
場

合
に
は

、
お
互
い
に
助
け
合
っ

て
い

く
精
神
が
大
切
だ
と
思
い

ま
し

た
。

私
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
自
主

防
災
組
織
の
充
実
な
ど
、
こ

れ

か
ら
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え

な
が
ら
、
災
害
死
亡

者
ゼ
ロ
を

目
指
し
て

、
よ
り
良
い
防
災
体

制
を
つ

く
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に

な
り
ま
し
た
が
、
阪

神
淡
路
大

震
災
に
、
市
民
の
皆

様
か
ら
一
億
五
千
万

円
を
超
え

る
義
援
金
を
お
寄
せ

い
た
だ
き

ま
し
た
。
日

赤
を
通
じ
て
兵
庫

県

災
害
対
策
本
部
に
送
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
日

赤
県

支
部
に
よ

る
と
、
県
内
で

も
最

高
の
金
額
と
の
こ

と
で

す
。
こ

市
民

の

皆

さ
ん

の

声

を

直

接
お

聞

き

す
る

た

め

、

市

長

室

直
通

の

Ｆ
Ａ

Ｘ

を
設

置
し

て

い

ま

す

。

市

政
に

対

し
て

感

じ
て

い

る
こ

と

や

建

設

的

な

ご
意

見

を
お

寄
せ

く

だ

さ

い

。（
４

月

末

現

在
百

六

十

二

件

受
信

）

Ｆ
Ａ

Ｘ
（
6
6
）
2
3
0
1

番

れ
も
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
の
賜
物
で

す
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
今
な
お
約
四
万
人

の
被
災
者
が
避
難
生
活
を
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
温
か

い

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

活動体制の整備

災害対策本部に医療専門職を加える

とともに、松戸保健所や三師会（松戸

市医師会・松戸歯科医師会・松戸市薬

剤師会）との連携を強化。収容施設を

持つ防災協力医療機関（27ヵ所）や

大規模震災対策

応急救護所

(IZ力所)に

より、災害

時の救急医

療を円滑に

します。

市指定・広域避難場所一覧

小金高校等

本土寺

新松戸中央公園

八柱霊園

六実中央公園

陸上自衛隊

県立松戸南高校

東部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

梨香台小学校

干葉大園芸学部

松戸中央公園

21世紀の森と広場

東 漸 寺

ユーカリ交通公園

小 金 原 公圜

栗ヶ 沢 公園

金ヶ 作 公園

松戸 運 動公 園

江戸 川 河川 敷

新松戸西小学校

幸谷 小 学校

日 大 歯 学部

市 指 定 ・広 域 避

難 場 所 、 収 容 避 難

場 所 、 公 共 施 設 の

配 置 状 況 と 液 状 化

危 険 度 を 重 ね 合 わ

せ 、 現 況 を 調 査 し

た 結 果 、 避 難 場 所

の 一 部 見 直 し を 行

い ま し た 。

※色文字は広域避難場所

７項目を徹底的に見直し

大規模地震の発生がら10日目までの夕

イムスケジュールを立て、緊急車両の輸

送路確保、地域対策本部を拠点とする職

員配備および組織の確立など迅速な初動

体制を明確にしました。

41消防水利の ［5］水・食糧供給
確保

公設・私設防火水槽およびフ

ールの水、河川の自然水利を活

用するとともに、まちづくりと

の整合を保ちながら、雨水貯留

轡や都市公園に防火水槽を設置

するな ど、

あら ゆ る

方 法で、

消 防水 利

を 強化し

ま す。

体制の確立

家屋損壊などにより住む家を失っ

た人や、ライフラインの寸断により

生活が困難な人を対象に、小・中学

校（68校）を供給拠点として、水や

食糧の供給を行います。

また､給食施設を活用して、炊き出

しも行います。

しかし、災害時には「自分で自分

を守る」ことが基本です。各家庭に

おける３日分の水・食糧の備蓄をお

願いします。

皆さ んの 避難 を最 優先と し た 職員 配備

を実 施し、必 要に 応じ て市 指定･ 広 域避 難

場所（22 ヵ 所 ）、収 容 避難 場所(104 ヵ 所 ）

に 誘導し ま す（ 右下 図 参照 ）。

食 糧 につ いて は、 発災 ６時間 後を めど

に 第１ 次供 給を、12 時間 後を めど に 第 ２

次 供給 を行 い、 その 後は １日 ２回 の定 時

供給 を目 指し 、 物資 につい て は、 生 活必

需 品を 小･中 学 校（68 校 ）で 支 給し ます。

鉄 道 につ いて は、 関係 機 関が 全力 をあ

げて、 交 通 機能 の確保 に 努め ま す。

ま た、 発災 ２日目 がらボ ラン ティ ア の

協力 による 、 救 援活 動も 開始し ま す。

固自主防災
組織の強化

地震による被害から市民の命・

身体や財産を守るために、市や防

災関係機関は災害の予防や復|日対

策を行います。

しかし、災害を最小限にするに

は、防災初期行動力のある自主防

災組織が大きな力を発揮します。

市・防災関係機関と市民の皆さ

んとが一体となって、防災対応力

を高めるためにも、積極的な組織

化・強化をお願いします。

市民生活に係わる窓口の再開など行政

機能を建て直します。

また、生活に必要不可欠な電話･電気･

ガス・上水道などのライフラインの復|日

に関係機関が全力をあげ、早期螯|日を目

指します。

発生4日目

から1週間

発生から3日まで

災
害
時
に
弱
い
立
場
に

あ
る
高
齢
者
等
に
つ

い
て
は
、
福
祉
行
政
と
地
域
組
織
が
連
携
し

て
、
安
否
確
認
や
緊
急
援
助
を
し
ま
す
。

何
ら
か
の
介
護
を
必
要
と
す
る
災
害
弱

者
に
つ
い
て
も
、
収
容
避
難
場
所
に

ケ
ア
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
対
応

し
ま
す
。

市
立
病
院
形
成
外
科
外
来
は
、
５
月
2
5日
附
・
2
6日

廓

休
診
し
ま
す
。

問
市
立
訶
院
形
成
外
科
外
来
容
6
3‐
2
1
7
1
内
線
1
1
4
5
番

災
害
弱
者
対
策も

充
実

※
口
内
は

地
域
対
策
本
部
が
猥
壊
し
、

使
用
で

き
な
い
場
合
の
予
定
施
設
。

避
難
の
順
序

症

状
は
？

急
に
尿
量

が
少
な
く
な
り
、

尿
の
色
は
ワ
イ
ン
レ
ッ

ド
色
を

呈
し
て

、
顔
や
体
に
む
く
み
が

現
れ
る
の
が
特
徴
で

す
。

こ
れ
ら
の
症
状
は
、
受
傷
後

七
十
二
時
間
経
過
し
た
こ
ろ
に

ピ
ー
ク
と
な
り
、
放
置

す
る
と

お
う
吐
・

呼
吸
困
難
・
け
い
れ

地域対策本部一覧

管 轄 区 域 設置箇所 口内は第２候補

常盤平支所管内 常盤平支所（常盤平体育館）

小金支所管内 小金支所（小金南中学校格技場）

小金原支所管内 小金原支所（小金原体育館）

六実支所管内 六実支所（六実中学嗹 錫

馬橋支所管内 馬橋東市民センター(第三中学校格技場)

新松戸支所管内 新松戸支所（新松戸南中学校格技場）

矢切支所管内 矢叨支所（二十世紀ヶ丘市民センター）

東部支所管内 東部支所（第五中学校格技場）

翳
常磐線より東 中央保健センター（第一中学校格技場）

常磐畭より西 古ヶ崎市民センター(古ヶ崎中学校格技場)

〔自主的避難〕

あらかじめ町会等で決められ

た場所へ、班単位で避難。

発

症
の

し

く

み

強
烈
な
力
で
筋
肉
が
圧
迫
さ

れ
る
と
筋
細
胞
が
死
滅
し
て

、

細
胞
内
か
ら
ミ
オ
グ
ロ

ブ
リ
ン

と
い
う
た
ん
ぱ
く
質
の
一
種
が

血
中
に
流
れ
だ
し
、
そ
の
た
め

に

腎

臓
の

機
能

が
悪

く
な
っ

て

、
無
尿
や
乏
尿
が
起
こ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

腎

臓
の

機

能

を
人
工

的
に

代

行

す

る

血

液

透

析

を

し

ま

す

と

、
一

応

症

状
は

改

善

さ

れ
ま

す

。
さ

ら
に

透

析
治

療

を
行

い

な

が
ら

、

挫

滅

部
や

全

身

症

状

に

対

す

る

種
々

の

治

療

を

加
え

る
と

、
腎

臓

本

来
の

機

能

も

回

復
し

て

き
ま

す

。
し

か
し

、
ミ

オ

グ
ロ

ブ
リ

ン

除
去

血

し

ょ
う

交

換
療

法
や

挫

滅
部

切

除

術
な

ど

が
必

要
に

な
る

こ

と

も

あ
り

ま

す

。

な
お
、
こ
の
挫
減
症
候
群
は
、

や
け

ど

・

交

通

事
故

・

ス

ポ

ー

ツ

障
害

な

ど
で

も
起
こ

る
こ

と

が
あ

り

ま

す
の

で

、

高

度

の
受

傷

時
に

は

、
尿

の

色

や

量

、
そ

し

て

体

の
む

く
み

に

注

意
し

ま

し

ょ
う

。
　
（
松

戸
市

医

師

会

）

7]ボランティアの
受入体制の確立

災害時の応援体制については、きめ細やかな

対応を図るためにも、ボランティアの協力が必

要です。

災害対策本部にボランティア人材部を、地域

対策本部にボランティア班を設置するととも

に、ボランティア（一般・企業・技術・組織）

登録制度を早急に確立します（後日広報等でお

知らせします）。

必要に応じて仮設住宅（最大45力

所・8,338戸）の建設に着手します。

市民生活の安全を確保したと判断した場合、

地域対策本部を中心とした「大規模震災対策計

画」による対策から災害対策本部を中心とする

現行の「地域防災計画」による対策へと移行し

ます。

被災証明の発行や避難場所での臨

時市民相談所を開始します。

発生10日以

降

地 霸 対 饌 搴 鄒

（市 内10ヵ 所に 設置 ）

本部長 （ 支所 長）

総括班

｜

情報班

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班

医
療
班

建
設
班

施
設
管
理
班

清
掃
班

収
容
班

避
難
班

市
民
相
談
班

物
資
班

市
民
広
報
班

松戸市の防災体制

災害対策本部市役所別館１階に設置

※使用不能時は消防局

本部長（市長）

市指定避難場所広域避難場所

〔自主的避難・集団避難〕

災害の延焼等により災害が鎮

静化しない場合に避難。

総括部　 一 総合対策部

｜　 ／　 ｜

緊急対策班　　 対策部

｜　　　　 ｜

情 報 部

収容避難場所

〔市 職員 の誘 導･自 主 的避 難〕

家 屋を 火 災等 で失っ て、 避難

が 必要 な人 を 収容。

阪

神
淡
路
大

震
災
の
際
に
、

挫
滅
（
ク
ラ
ッ
シ
ュ
）
症
候
群

と
い
う
疾
患
が
新
聞
や
テ
レ
ビ

で
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た

。
崩

壊
し

た
逕

物
の
下

敷
き
に

な

り
、
手
足
な
ど
が
挾
ま

れ
て
ひ

ど
い

打
撲
傷
を
負
う
と
、
救
出

さ
れ
て
も
尿
が
出
に
く
く
な
っ

て

、
生
命
の
危
険
を
伴
う
症
状

が
現

れ
る
こ
と

が
あ
り
ま

す
。

押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
傷
は

体
の
一

部
で

、
出
血
も
そ
れ
ほ

ど
目
立

た
ず
、
頭
や
胸
を
打
っ
た

わ
け

で

も
な
い
か
ら
安
心
だ
と

、
油

断
し
て
は
い
け
な
い
の
で

す
。

予

防

す

る

た

め

に

ま

ず

、
は

れ

を
最

小

限

に

抑

え

る
こ

と

が

大

切
で

、
一

刻
で

も

早
い

適
切

な

応
急

処

置

が

望

ま

れ
ま

す
。
受

傷

部

位
の

安

静
・

冷

却

・
適

度

の

圧
迫

包

帯

・

は

れ
た

と

こ

ろ
へ

血
液

が
流

入
し

す

ぎ

な
い

よ

う

心

臓
よ

り

高

く

あ

げ

、
骨

折
に

は

副

木

固

定

な

ど

を
行

い

、
で

き
る

だ

け

早

く

病

院
へ

送

る
こ

と

で

す

。

治

療

は

？

ん
・
意
識
障
害
な
ど
を
起
こ
し

ま
す
。

あ
な
た
の
健
康
○

挫
滅
症
候
群

迅 速な初 動体 制を 確 立 する た め、 市内

10地区 に 地域対 策 本部を 設 置し、 各 地域

内 に居 住 する 職員 が配 備に 付き、 初 期防

災 活 動を 行い ます（ ２ペ ージ 図 参 照）。

ま た、自 衛隊･ 警 察･ ラ イフ ライ ン（ 水

道 ・ガ ス ・電 気等 ）関 係機 関に 設置 した

松戸 市防 災行 政用 無 線（ 携 帯局 ）を 活 用

し て、被 災 状況 の把 握･ 対 応に 努め ま す。

大 規模 地震 の場 合に問 題と な る消 火 ・

救 助 ・物資 等 の緊急 車 両の 輸送 路を 確保

する た め、 地区 ごと に 定め た10 ルート の

重 要路 線を 巡回 。国 道 ６号 線や県 道 市川

松 戸 線･ 松戸 野田 線･ 松 戸 原 木 線･ 松戸 鎌

ヶ 谷 線につ いて は、交 通規 制を 行い ます 。

発生当日

各種相談

相　談　名 日　　　時 会　　場

商
人よろず相談

閲商工課振興係

ア圉・21團
午前10時～午後４時

市役所相談
コーナー

労働相談
問商工課労政係

毎月第１･ 第３月曜日
午後１時～５時

市役所相談
コーナー

消費生活相談

醴消費生活ｾﾝﾀｰ
a65-65651

月～金曜日
午前９時～午後４時

消費生活
センター

女性就業相談
固商工課労政係

毎週水・金曜日
午前佃時～午後４時

女性就業
相談室

※労働相談は柏労働基準監督署（S0471 －63－0245番）
でも行っています。

（: 相談 は すべて無 料で す。 ぉ 気軽 にご 利 用 を ）

巡回年金相談

会　　裾 日　　時

常盤平支所 ２廊

素
謡
牟

暫
時

小 金 支 所 ６図

小金原支所 ９廊

馬 橋 支 所 13㈲

六 実 支 所 16廁

新松戸支所 2叫

矢 切 支 所 23廁

東 部 支 所 27(火)

※上記以外の日は国民年金課
へ

閲国 民年金課適用係

心配ごと・人権相談

会　　場 日　　　時

市役所相談
コーナー

第１～第４
金曜日

午ヲ

；

馬橋支所 Ｏ５(月)

六実支所 Ｏ６(火)

小金支所 ６吠）

常盤平支所 ７團・○21團

新松戸市民
センター

○７伽・c21  CM

小金原市民

センター
１附・○15内

※○印は心配ごと相談のみ
※人権相談は干葉地方法務局松戸
支局(≫63-627& 番)でも行って
います。

問人権相談＝援護朦庶務係
心配ごと相談＝社会福祉協議会
昔68－0503番

市民相談

相談名 日　　　　時 会場

法律相談

毎週火・木曜日と毎月第２・第４月曜
日、午後１時～５時
毎月第１月曜日、午前９時～正午
(いずれも予約制)

RI

相ツ

卞

税務相談 ９廁午後１時～５時

登記相談 16窗午後１時～４時3C}分

行政相談 12(月)・26§ 午後１時～３時

住宅相談
７團・14㈲・21伽・28圉
午前10時～午後４時

交通事故･
市政･一般
相談

毎日午前８時30分～午後５時
Ｓ

筌
凹 市民相談室（金銭問 題の相談も行いま す）

’
・

＝

″

り

む

冫

遐

Ξ

づ

Ｉ
　
－
－
　
－－
　
　
　－
－

Ｉ
■－
■－

市長室・発

計画を緊急策定

町会等地元避難場所

市　　　　　　民

大規模

地震発声

初動体制(危機管理)の確立



６
／
４
日
み
ん
な
の
力
で
快
適
な
街
づ
く
り

春
の
市
民
ぐ
る
み
で
ク
リ
ー
ン
デ
ー

みんなで清掃｡きれいな街に

ゴミゼロ運動と江戸川クリーン大作戦を同時|こ行う「春

の市民ぐるみでクリーンデーＪを今年も実施します。

ゴミのない清潔な生活環境づくりのため、皆さんのご参

加をお願いします。

栄
養
改
善
推
進
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

松戸 地区 小金地区 常盤平地区

木 内 富 身 町 田 紀 子 安 達 志生美

小 林 庸 子 寒 部 恵 子 山 地 政 枝
｜

板 川 慶 子 松 島　　 美 川 上 節 子

川 井 甲 久子 川 面 寿 子 平 原 清 美

中 山 秀 美 神 山 千賀 子 杉 山 敏 子

佐々 木 時 子 稲 葉 治 美 風 間 江里子

大久保もと 子 住 谷 多希 子 那 須 勝 子

遐 本 那 津子 山 瀬 愛 子 松 本 芳 子

武 安 洋 子 福 地 フサ 子 大 渕 千 寿子

里 村 智 子 中 澤 孝 子 垂 迫 京 子

市政協力委員を委嘱
４月26日、森のホール21で市政協力委員の委嘱式が行われました。委員の皆

さんには、行政からのお知らせの伝達や地域の要望の取り次ぎなど、市と地域

のパイプ役として活躍していただきます(任期は２年間)。

皆さんの地域の市政協力委員をご紹介します。　　　 鷦地域振興課振興係

５

／
2
8
襾

も

市

税

の

納

付

を

受

け
付

け

ま

す

５

月
2
8日
㈲
午
前
９
時
～
午
後

４
時
ま
で

、
市
役
所
収
納
課
と
各

支
所
で

市
税
の
納
付
を
受
け
付
け

ま
す
。

黷
収
納
課
管
理
係

市

観

光

協

会

が

移

転

松
戸
市
観
光
協
会
が
、
商
工

会

議
所
内
か
ら
市
役
所
商
工
課
内
に

移
転
し
ま
し
た
。

黷
松
戸
市
観
光
協
会
（
商
工

課
内

・
内
線
5
1
7
番
）

(敬称略)

栄
養
改
善
推
進
員
は
、
地
域
の

中
で

、
食
生
活
講
習
会
や
料
理
の

展
示

な
ど
を
通
じ
、
食
生
活
の

改

善
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
市
か
ら
委
嘱

を
受
け
た
の

は
上
記
の
人
た

ち
で
、
任
期
は
二

年
間
で
す
。

食
生
活
に
関
す
る

ご
相
談
な
ど
、

気
軽
に
声
を
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

蠢
健
康
管
理
課
松
戸
方
面

保
健
室

四
6
6－
7
4
9
0

番

環
境
美
化
運
動

「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日
」

関

東
周

辺

の

一

都
六

県

が

、

空

き

缶

な
ど

の

散

乱

ゴ
ミ

の

一

斉

清

掃

を

共
同

し
て

実

施
し

ま

す

。

日

時
・
＝
６

月
４

日

面

〔
雨
天

の

場

合

は
い１１１
日

㈲

〕

の

午
前

中

の

一

時

間清

掃

範
囲

…
町

内

会
の

公

園

・

道

路

な

ど
の

公

共

ス

ペ

ー
ス

や

冢

の

周

辺

气
コ

ミ
は

「
燃

や

せ

る

ゴ
ミ

」「
燃

や

せ

な

い

ゴ
ミ

」「
資
源

ゴ
ミ

」

に

分

別
し

て

く

だ

さ
い

。

※
家

庭
か

ら

の

ゴ
ミ

は

出

さ

な
い

で

く
だ

さ

い

。

蠢

清

掃
業

務

課

業

務
第

一

係

健
康
づ
く
り
は
ま
ず
食
生
活
か
ら

江

戸

川

ク

リ

ー

ン

大
作
戦

河
川

美

化

月

間
の

一

環

と
し

て

、

江

戸
川

沿

岸

の

市

町
村

の

皆

さ
ん

が

協
力

し

て

、

河

川
敷

の

清

掃

を

行

い
ま

す
。

日

時
＝
・
６

月

４

日

収

〔
雨

天

の

場

合
は

い
1
1
1
1

一
日

回

、
午

前
９

時
1

1
0時清

掃
範

囲
・
＝
江
戸

川

河

川

敷

集

合
場

所
Ｅ

下

図
上

の

⑥

（
矢

切
の

渡

し

乗

船
場

）
　・

⑧

（
旧

坂

川
土

地

改

良
区

事

務
所

前

）
　・
○

（
古
ヶ

崎
野

球
場

前
）
　・

⑤
（
松

戸

排

水

機
場

前

）

の
地

点

獺

清

掃

部
管

理

課

庶
務

係

ご利用ください

江戸川クリーン大作戦( 案内図)
訪
問
看
護
は
、
昭
和
6
3年
か
ら

厚
生
省
の
モ

デ
ル

事
業
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
て
以
来
、
多
く
の
人
に

利
用
さ
れ
、
大
変
好
評
で

す
。

今
年
度
か
ら
は
、
法
律
に
基
づ

く
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン

を
設

置
し
ま
し
た
の
で

、
自
宅
で

寝
た

き
り
に
凖
ず
る
訪
問
看
護
を
希
望

す
る
人
（
左
表
）は

、
主
治
医
に
相

訪問看護の対象者

北干葉出彊所

談

の
上

ご
利

用

く

だ

さ
い

。

利

用
料
・
・・
老

人
医

療

受

給

者

＝

一

回
二

百

五

十

円
　

そ

れ

以

外

の

人

＝

各
自

の

医

療

保

険

制
度

の

負

担

分

（
一
上

二
割

）

黯

訪

問

看
護

ス

テ

ー

シ

ョ
ン

（
中

央

保

健

セ
ン

タ
上

二
階
)
　
e
6
6－

7
4
8
8

番

●寝 た きり の た め、 床 ず れ がで

き た( でき そう な 状 態 で ある:X，

●チュ ーブ や 医 療 器具 を つけ て

い て、 介 護 方 法 がよ く 分 から

ない 。

●も っと よ い 介 護 方 法を 知り た

い 。

●家庭 で 最 期 を 迎 えた い 。

●そ の ほ が、 定 期 的|こ看 護 婦 に

病 状 を みて もら っ たり 、 相 談

に 応じ てほ し い 。

平 潟…高橋友次、納屋川岸 …石井 賢二、本町…倉田 皓・稲葉八朗、一丁目向 山下…原田光 治、二丁目 …

堀口 和男 ・今井實、三丁目 …( 西1) 宇田川清( 西２) 松戸武( 西３) 安 田保－( 東1) 原島政弘( 東

２) 松戸 高治( 東３) 関 兼雄( 東 ４) 福原和枝 、松戸 山下…鈴木利之 ・高力寛三、陣ヶ前 …初野三代子

・松戸米 造・山本忠男、宮 前町…(制岡田激陷 廣瀬芳男(3)西川光一 、角町 …栗山喜夫 ・大 塚晃平 ・山内敏

夫 ・東 野孝濟、下横町 …大貫 忠宏、小山 …松 浦和雄圉 森田精次胞)中野叔江(3)横尾政冶 徇富山 苞太郎(5)杉

本義 刪6)元桷美智子ﾌ) 笹山 侈馬０ 徳丸力馴山崎 濟―(10)石川尚S11) 太田 晶也(倡高橋秀文(幃｣ 川 勇 治郎

松戸 新田‥･(1)渋谷孝( 東) 稲本光義(5)野尻 幸男(G鈴木三郎( 寒 風台) 藤谷勝蔵、仲井 町…高橋一 郎、穗

台 …大井藤一郎圉 古島久芳圀渡辺圭司3) 大津浅吉(4)立入 政(5)杉美 律6)小林友三郎ﾌ) 大木克夫(8)千 葉兵吉

(9)田中美智子{怛上 吉司 郎( 南) 福田八重 子、 胡録台‥･(1)判旺ﾖ襄(2)清水保久(3)影山勲 ㈱末竹一雄(5)森上多

蔵( 高見) 小 室元( 大畑) 松尾三喜、相模台 …木下正雄、岩 瀬…飯尾勇 ・津田哲男、 旭ヶ 丘… 湯浅芳雄、

小 根本…森谷二三 雄、緑ヶ 丘…圉秋 本勝造(2)鈴木司郎、根本 …圉鈴木勇赳2)中村翔3) 恩田利平(4)鰐部照

明6 》石井 浅五郎( あ ずまア) 繁田輝租8) 坂倉 喜三郎、野菊野団 地…高橋加 代子、八柱自 治会 …園田真．

み なづき町会 …鬼本博之

上本郷…圉澤田植2) 鈴木干 之肪3)澤田功、松 郷町会…染谷清、 北松戸…染谷孝一、 南花島…芹澤幸雄 ・

高木盛戮・渡辺 孝・鷲 見銀治、竹ケ花 …(制藤 枝伸刪2)天野康郎3) 松川 正、樋野口 …野本克美、古ヶ 畸 …

(新田) 鈴木重 光( 東) 飯沼冽( 本田１) 森 谷久( 本田２) 小 島一己( 本田３) 秋山 繁樹、栄町…圉蟻

坂昭平(a鈴木武3) 永田正 雄(4)秋山淳子{9倉持貞 雄(6)倉持胥ﾌ)小 松田 忠光図吉岡昭( 西) 戸 張学( 坂川)

倉持操

上矢 切…2 ）齊藤直三 臼嬲 比久總治、中矢切 …圉 阿部彦助、下矢切 …く1石 綿勇哨高安勇（3）鈴木元利（栄町 ）

深山勝義 （睦会）宮下友利 （日 松会）磯部明（ 若葉町）渡辺 和雄、栗山‥･（1岩 佐敏雄０ 渡辺孝、三矢小

台三丁目 … 根本 守、大 橋…（南）松尾 茂（東 ）今村祐夫（郊外 ）大葉茂、柿ノ木台 …川 村政雄 ・原 田秀

兼、二十世紀が丘 …内田 勝治、中松町 …藤田 辰雄、小山台 …菊谷真三郎

紙数…（新田） 湯浅 泰明（中内薄浦） 湯浅岩 雄（向新橋） 湯浅正己、和名ヶ谷 …河上 徼．大橋…斉 藤惣

七、秋山…石井 廣治、秋山団地 …磯 永松雄、高塚新田…山 室一 雄、河原塚 …圉 飯沼茂巨）増田進（ 南）高

橋清（ 南山）清水利治、 梨香台団 地…伊東典男 ・ 萬年實

馬橋…（上宿 ）大出 七郎（中宿）東風 正雄（下宿）小川 理平（前田）穐谷正 義（ 坂）玉井昇（北 ）佐 野

男三（西）大川由 松、中根…小川光 次、新作…剛石井勇圀 立澤す了子（3）米 盜房 枝、三ヶ 月…馬場 烝治、

幸谷…花島 巖、中 和倉…剛恩田忠 治妃）露峰光能3 ）渡辺さ かえ、八ヶ畸 …片 桐賢太郎（新町）岡村 勝人 、

寵房台…東 海林信子

常盤平‥･（1呻 莖 佑幸C2）山田 耕作（4）武田敏男回 野口 刪6 伊 東正義（ﾌ）井 田 政義（双葉町）長 嶋巳 次男（陣屋

前）三好健夫（西窪町 ）安蒜松市（柳叨） 高橋正雄、金ヶ作 …小 嶋眞、佐野…小暮一 助､ 門 前…飯沼誠、

日 暮…染谷幸雄、日暮七丁目 …稲葉要一、干駄 掘…吉野寅 二郎（来 葉）金子義之（新山 ）原正男（八 景

台 ）草 間昭、牧の原団地 …（二街 区住宅）山崎順一（一 街区住宅1 ）富田 克己（一街区住宅２）新原 浩

（一街区 住宅３）金井文彦 、かぶと山･‥古沢芳男 、牧の原…剛 杉本 孝通（2）桑原敏彦

五香…（ 西町）菊池和美（ 駅前）弓 削竹次郎（本町 ）米山 永喜（元町）山崎 照雄（東町） 伊 佐 地 善 広

（南町） 松田－ （北丘）寶居正蔵（ 新町）増田直 吉、牧 の原東…梅澤進、 六実…富澤凡－ ・川井 祿郎・

正田勝太 ・三枝明夫・沼田 登喜男・加藤正人 一石井豊 吉・井上－、串畸新田 …（1階 川栄一（2）田中 実、串

畸南 …森 谷高雄、松飛台 …吉安貞 治・瀬谷徹 ・封比地静一一一・関口治夫 ・安 西和子（北）中嶌 嘉、 （防衛

庁 ）柿沼正 、泉ヶ丘…佐XII正長 、高柳…島村朋典 、やな ぎ…早乙女 幸三 、六高台…中嶌 勝－（三 丁目 ）

米山八千 代、団地自 治会 …三嶋 ますみ

常盤平団 地…圉新国安 男・豊田 克子 ・森本進 ・関根征子（2）西川仲歃 ・中 沢卓実・市毛浅 子（3 ）藤島洋 ・川

手絢子（ Ｅ）普光江智 三・新田勝義 ・鈴木あ や子・北津久子（駅前 市街）渡辺美知 子（ 市街 区）前田昭

次

小 金…（上町）花野井 弘（本町）石渡武（八 坂町）田諞利雄（宮元 町）竹内能－ （中 町）築田隆（下 町）

鈴木義雄（上総町）佐 久間紘一 （清志町） 吉田収、 ニツ 木‥･剛 林克忠圀吉 野寿作、大 谷口 … 大熊 義治

（北）岩本公子（南） 渡辺 恒雄、大金平 …（1）長井ミ エ子（2 ）高間貞之（3》伊藤昌市（4）大 島國廣（5）篷田作、中

金杉…大熊猛、幸田 …大野昭成（富多 葉）白田 茂、平賀…谷口貞 實、殿平賀…月 見里 群次（南）鮪||竹

男、東平賀…西 澤駿二 、（北）岡野忠 雄（ 城町）宇野寅雄．久保平賀 …中山一三、 根木内 城山 …倉持吉

雄、きよしヶ 丘教員住宅 …杉本 幸一 、北小金ハイツ‥･長 濱和彰

根木内 …松丸武雄、 栗ヶ 沢…山口元良、小 松圜自 治会…高 橋宏、八ヶ 畸福寿台 …伊 藤昭三、小金原 …渋

谷新太郎1 ）中村建刪2 ）高山秀夫3 ）竹内正男（4）渋谷正吉同 宇佐 見譏剋6 ）山本銀市（ フ東 ）萩原朋和（ フ西）

恩田辮8 ）大 沢武雄刪 荒川六郎、小金原団 地…飯島之子 ・佐々 木フミ ・細川義勝 ・佐 野ト ヨ ・入江咲枝 ・

佐野孝喜 ・石原潔（67 地区）木村正 男(6-9 地区）渡辺勲（ｱｰ1 地区）村尾泰－、 小金原事業団 …菅

野利光

馬橋…（ みどり ）佐 南谷同祐（［1=l央 ）大川勇 （寿1 ）鹿田 清之（寿２）古姓昭 翹（ 寿３）八十岡忠 次郎

（住吉）佐 藤忠一 郎、七右工門新田 …田中 秀雄、旭町 …横山 定敏、主水新田 …中 村秀雄、小金下 谷…恩

田保、ゆう かり …鈴木淳一、三 村新 町…飯塚博、虹の街 …佐藤総作、南新松戸 …張替寛、横須賀 …（制萩

原守？）高 橋徹、新松戸北 …圉上田 嘸2 ）高橋好男、新松戸フ アミ ールハィツ …小 林義 人、新松戸 …陷 干見

寺陽（3）宮井 嘉則4 ）小菅惇（5）吹上 和罰6 ）高橋清市郎閇斎藤 剛、サンラィト パスト ラ ル…（壱番街）岩 本光

雄（弐 番街）草皆はつ 代（コミ ュニ ティ 五番街 ）佐藤由蔵（ 六番街）清水貞行（七 番街）三浦長夫　 新

松戸 パーク ハウス…（ 東）今井清文 （西）七森仁、 新松戸ハイツ …高橋政男、パーク ハウ ス新松戸･･･賀

来宏和、新 松戸柬…花島周吉

児

童

手

当

を

支

給

し

ま

す

対

象

者

は

申

請

を
（
新

規
）

三
才
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い

る
人
に
、
児
童
手
当
を
支
給
し

て
い
ま
す
（
保
護
者
の
前
年
の
所

得
制
限

が
あ
り
ま
す
）。

支
給
額
（
月
額
）
第
一
子
・
二
子

＝
五
千
円
、
第
三
子
以
降
＝
一
万

円
（
申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
支
給

し
ま
す
）
　
　受
付
窓
口

援
護
課
・

市
民
課
・
各
支
所

引

き

続

き

児

童

手

当

を

受

け

る

人

は

、

現

況

届

（
更

新

手

続

き

）

の

提

出

を

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い

る
人
が
、
引
き
続
き
児
童
手
当
を

受
け
る
に
は
、
毎
年
６

月
中
に
「
児

童
手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
の
届
は
毎
年
６

月
１
日
現
在
の
状
況
を
記
入
し

、

毒

ガ

ス

使
用

犯

罪

の

捜

査

に

ご
協

力

を

３
月
2
0日

、
東
京
都
内
の
地
下

鉄
に

お
い
て

「
サ
リ
ン
の
疑
い
の

あ
る
毒
ガ
ス
」
を
使
用
し
た
無
差

別
殺
人

事
件
が
発
生
し
ま
し
た

。

皆
さ
ん
の
周
囲
で
不
審
物
を
発

見
し
た
と
き
は
手
を
触
れ
ず
に

、

ま
た
不
審
な
人
や
車
な
ど
に
気
付

い
た
と
き
は
、
一
一
〇
番
ま
た
は

最
寄
り
の
警
察
署
に
通
報
し
て

く

だ
さ
い

。

黯
松
戸

警
察
署
四
6
9
1
0
1
1
0

番
、
松
戸
東
警
察
署
四
4
9－
0
1

1
0

番

ホ

ー

ム

ヘ

ル

プ

事

業

を

充

実

市
で

は

、

在
宅

で

ね

た
き

り

の

お

年
寄

り

の
い

る
家

庭

、

障
害

の

た

め
に

日

常

生
活

に

援

助

を

必
要

と

す

る
人

を

対

象
に

、
平

日

の

午

前

９

時
～

午
後
５

時

ま
で

ホ
ー

ム

ヘ
ル

パ

ー

を
派

遣
し

て

い

ま

す

が

、

６

月

か
ら

平

日

の

早

朝

（
午

前
８

時

Ｉ
９

時

）
、
夜

間

（

午
後
５

時
～

８

時
）
、
休
日
（
土

曜
日

を

含

む

）
・

祝
日
（
午
前

９

時

～

午
後
５

時

）
の

ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

の

派
遣

を

福

祉

公

社
に

委

託
し

、
ホ
ー
ム

ヘ
ル

プ
サ

ー
ビ
ス
事

業
の

充

実
を

図
り

毒

罵

黷

お
せ

わ
課

５

／

Ｍ
‘～
3
1
日

は

家

庭

労

働

旬

間

で

す

家
内
労
働（
内
職
も
含
む
）
を
委
託
し
て
い

る
人
は
、
委
託
状

況
届
の
提
出
と
家
内
労
働
手
帳
の
交
付
な
ど
か
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

固
干

葉

労
働

基
準

局
賃

金
課

さ
0
4
3
1
2
2
1

－
4
3
1
1

番

盲

導

犬

を

差

し

上

げ

ま

す

対
象
県
内
に
一
年
以
上
居
住
す

る
十
八
歳
以
上
の
在
宅
視
覚
障
害

者
（
障
害
程
度
一
級
）で

、
本
人
ま

た
は
家
族
の
前
年
度
分
所
得
税
額

が
百
五
十
万
円
以
下
の
人
（
申
請

後
、
面
接
審
査
が
あ
り
ま
す
）

惠
６
月
1
5日
團
ま
で
に
し
あ
わ
せ

課
給
付
係
へ

市

営

住
宅

空

家

入

居

者

（
待

機

者

）

募

集

申
込
一

の
配
布
６
月
８
日
團
～

2
2日
困
の
間
に
住
宅
課
と
各
支
所

で
　

申
し
込
み
受
付
６
月
1
5日

團

～
2
2日
困
の
間
に
住
宅
課
で

※
住
宅
の
種
類
・
入
居
資
格
な
ど

詳
細
は
広
報
６
月
５
日
号
で

お

知
ら
せ
し
ま
す
。

黷
住
宅
課
公
営
住
宅
係

６

月

定

例

市

議

会

開

催

予

定

平
成
７
年
松
戸
市
議
会
６

月
定
　

さ
い
。

例
会
は
、
６
月
1
9日
㈲
か
ら
2
9日
　

※
傍
聴
さ
れ
る
際
は
、
日
程
を
あ

困
ま
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
　
　

ら
か
じ
め
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

請
願
・
陳
情
は
、
６

月
９
日
畄
　

蠢
市
議
会
事
務
局
議
事
課

午
後
５

時
ま
で

に
提
出
し
て

く
だ

2
9附

2
6§

2
7㈲

2
0関

2
1哨

2
2附

2
3鬯

旬

月

期

日

本
　
　
会
　
　
議

常

任

委

員

会

本
　
　
会
　
　
議

招
集
日
・
本
会
議

会

議

予

定

議
案

等
の

議
決
　

．

議

案

等
の
審

査

一
　
般
　
質
　
問

議
　
案
　
説
　
明

主

な
内

容

高

齢

者

・

陣

害

者

に

住

宅

増

改

築

等

の

資

金

を

貸

し

付

け

対

象

お

お
む

ね
六

十

歳

以
上

で

日

常

生
活

に

介

助
か

必
要

な

高

齢

者

、

身

体
障

害

者

・

療
育

手

帳

を

交

付

さ

れ
て

い

る
人

（
ま

た

は

扶

養

義

務

者
）
　
資

格

①
住

民
（

外
国

．

人

）
登

録

が
あ

り

、
市
内

に

二

年
以

上

住

ん
で

い

る
②

高

齢
者

（

障

害

者

）

の
利

便

の

た
め

住
宅

を

増

改

築
す

る

③
増

改

築

す

る
住

宅

が

建

築
基

準

法
に

違
反

し

て

い

な
い

④

前

年

の
総

所

得

が
七

百

二

十
万

円

以
下

⑤
要

連

帯

保

証
人

一

人
　

必

要

Ｓ

類
工

事
計

画

書

・
工

事

見

積

書

・

所

得

を

証
明

す

る
書

類

お
よ

び
市

税
の

納
税

証

明

書
・

連

帯

保

証
人

の

所

得

を
証

明

す

る
書

類

等

圉

高

齢

者
＝

な

が
い

き
課

、

障

害

者

＝

援

護

課
へ

公

団

賃

貸

住

宅

入

居

者

募

集

募

集

期
間
５

月
2
7
日

倒

～
６

月

５
日

側
　

募

集

物

件

「

プ
ロ

ム

ナ

ー
ド

北

松
戸
（
第

三

次

）
」（
新

作

一

一

七
－

七

）
　
　
募

集

戸

数
百

十

戸

（
一
Ｄ

Ｋ

上

二
Ｌ
Ｄ

Ｋ

）
　
入

居

予

定
８

月
下

旬

東
一
所

定
の

申

込

書

を

郵
送

で

残

住

宅

・
都

市

整

備
公

団

東

京

支

社
住

宅

事
業

第

二

部
住

宅

計

画

第

一
課
S
0
3
－
5
3
2
3
1
2
7
6

8
番

種　類 貸付限度額 利率 返　済

居 室 整 備 240万円

年

1.5
％

年 六
以 力
内月
に 据
返え
済茴

き
後
十

浴 室 整 備 130万円

トイレ整備 110万円

そ の 他 の
整　　　備

旬0万円

※複数 の貸し付け の限度額は3C)O万円

(敬称略)

５

月

は

特
別

土
地

保
有

税
（

保

有

分

）

の

申

告

納

付

月

で

す

対
象
と
な
る
土
地
①
昭
和
4
4年

１
月
１
日
以
後
に
取
得
し
た
土
地

［
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
で
取

得
後
の
基
準
日
了

月
１
日
］
か
ら

十
年
を
経
過
し
た
土
地
を
除
く
）

を
平
成
７

年
１
月
１
日
現
在

、
市

内
に
一
定
の
要
件
で

五
千
平
方
む

（
昭
和
6
1年
１
月
１
日
以

後
に
取

得
し
た
土
地
に
つ
い
て

は
、
千
平

方
片
）
以
上
の
土
地
を
保
有
し
て

い
る
個
人
お
よ
び
法
人
②
①
以
外

の
も
の
で
、
昭
和
5
7年
４

月
１
日

か
ら
平

成
５

年
１

月
１
日

ま
で
の

間
に
、
市
街
化
区
域
内
に
三
百
三

十
平
方
片
（
昭
和
6
3年
３

月
3
1日

ま
で

の
間
に
取
得
し
た
土
地
に
つ

い
て
は
五
百
平
方
μ

）
以
上
の
一

団
の
土
地
を
取
得
し
て
い
て

、
平

成
７
年
１
月
１
日

現
在
、
住
宅
を

建
て
る
な
ど
の
有
効
利
用
を
せ
ず

に
保
有
し
て
い
る
個
人
お
よ
び
法

人
　

税
額
土
地
取
得
価
額
に

丁

国
有
地

の
一

般
競

争
入

札

入札物件 現場説明 入札日時

新松戸1 丁目
旬5
宅地305.03 斤r

6/5(1月)
午前11時
(現地)

6/23R
午前11時

三ヶ月字島谷台

1,336
外1筆

宅地913.11m-

6/50 月)
午後１時
(現地)

6/23R
午前９時

30分

五香六実字一文
字21-314
宅地354.16『ly

6/5(1月)
午後2時a〕
分(現地)

6/22W
午後

２時

30分

※現 地説明不 参加者も入扣 こは参 加可 能

残
大
蔵
省
関
東
財
務
局
千

葉
財
務

事
務
所
管
財
第
四
課

酋
Ⅲ
－

２
５

１
－
7
2
1
1

番

四
％

を
乗
じ
た
額
か
ら
、
固
定
資

産
税
相
当
額
を
控
除
し
た
額
　
申

告
納
付
期
限
５
月
3
1日
團

蠢
税
制
課
諸
税

係

４

月
か
ら
、

児
童
扶
養

手
当

と
特
別
児

童
扶
養

手
当
・

特

別

障
害

者
等
福
祉

手
当

の
額

が
変
わ

り
ま
し
た

手　当　名 |日 新 問い合わせ

児童扶養手当(全部支給) 41,100円 41,390円 援護課

援護係児童扶養手当(一部支給) 27,500円 27,690円

特別児童扶餐手当(１級) 50,000円 50,350円

しあわせ課
給付係

特別児童扶養手当(２ 級) 33,000円 33,530円

特別障害者手当 26,0501円 26,230円

障害児福祉手当
14,170,円 14,270円

福祉手当(経過措置)

給

与

所

得

者

に

対

す

る
所

得

税

の

特

別

減

税

平
成
７

年
分
源
泉
所
得
税
の
特

別
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
減
税

は
、
源
泉
所
得
税
額
の
一
五
％

相

当
額
も
し
く
は
五
万
円
の
ど
ち
ら

か
低
い
金
額
を
控
除
す
る
方
法
に

よ
り
、
原
則
と
し
て
６
月
と
1
2月

の
二
回
に
分
け
て

給
与
の
支
払
者

か
ら
還
付
ま
た
は
控
除
さ
れ
ま
す
。

固
松
戸
税
務
署
源
泉
所
得
税
担
当

四
6
3－
1
1
7
1

番

図

書
館

が

お
休
み

し

ま
す

６

月
１
日
困
～
1
4日
困
ま

で

図
書
館
本
館
・
分

館
・
み

ど
り
号
は

、
特
別
整
理
期
間

の
た
め
お
休
み
し
ま
す
。

黷
市

立
図
書
館

公
6
5－
5
1

1
5

番

床

下

薬

剤

散

布

（
６

月

分

）

当
日
は
、
市
職
員
が
各
家
庭
を

回
り

、
薬
剤
を
通
風
口
か
ら
散
布

し
ま
す
の
で

、
通
風
口
の
周
り
に

物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

日
程

表
　
（
　
）
は
午
後
に
実
施

※
雨
で

中
止
の
場
合
は
全
日
程
終

了
後
に

実
施
し
ま
す
。

※
延
期
分
の
日
程
に
つ

い
て

も
広

報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

蠢
生
活
環
詭
課
環
境
衛
生
係

2
9困

2
8團

2
7図

2
6回

2
3淘

2
2内

Ｓ
團

2
0図

1
9§

1
6啻

1
5附

1
4團

1
3図

1
2側

９
鬯

８
困

７
匯

６
図

５
側

２
吻

６
／
１

附

期
　

日

常
盤
平
４
丁
目
・
常
盤
平
陣
屋
剛

常
盤
平
フ
丁
目
・
常
盤
平
柳
町

常
盤
平
３
丁
目
・
５
丁
目
・
６
丁
目

常
盤
平
２
丁

目
・
常
盤
平
双
葉
町

・
（
さ

く
ら
）

常
盤
平
１
丁
目
・
常
盤
平
西
窪
町

金
ヶ
作

・
金
ヶ
作
佐
野
・
（

金
ヶ
作
門
前
）

金
ヶ
作

干
駄
堀
来
葉
・
干
駄
堀
新
山
・
干
駄
掘
八
景
台

干
駄
堀

日
暮

日
暮
フ
丁
目

‘
五

香
新
町

牧
の
原
１
丁

目
・
２
丁
目
・
か
ぶ
と
山
・（
セ

キ
ス
イ
ハ

ウ
ス
）

牧
の
原
東

・
五

香
西

・
（
大
同
西

）

串
畸
新
田
第
１

・
串
崎
南
・
（
串
畸

新
田
第
２

）

泉
ヶ
丘

松
飛
台
【
産
業
道
路
西
側
】・
五
香
北
丘
・
北
丘
第
２
香
北
・
大
同
団
地

松
飛
台

【
産

業
道

路
東
側
】

五
香
南
町
・
や
な
き

五
香

兀
町
・
松
飛
台
北

五
香
本
町
・
五
香
駅
前

五
香
東
町

散
　
布
　
町

会

・

自
　
治
　
会

・
５

月
3
1
日

伽

は

、

軽

自

動

車

税
（

全

期

）
・
固

定

資

産

税
（

一

一
期

）
・
都

市

計

画

税
（

一

期

）
の

納

期

限

で

す

。

醴

収

納

課

本
庁
地
区

明
第
一
地
区

明
第
二
地
区

矢
切
地
区

東
部
地
区

馬
橋
地
区

常
盤
平
地
区

五
香
六
実
地
区

団
地
地
区

常

盤

平

小
金
地
区

小
金
原
地
区

新
松
戸
地
区

Ｊ Ｊ

大
蔵
省
関
東
財
務
局

干
葉
財
務
事
務
所

入
札
金
額
の
五
％
以
上
を

入
札
日
に
現
金
等
で
納
付

訪問介護ステーション

児
童
手
当

を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
が
あ
る
か

確
認
す
る
も
の
で

す

届
け
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

※
現
況
届
の
用
紙
は
５

月
3
0日
㈹

に
発
送
し

ま
す
。

受
付
期
間
６
月
１
日
閑
～
3
0日

廟
　
受
付
窓
口

援
護
課
・
各
支
所

児

童

手

当

６

月

期

分

を

支

給

児
童
手
当
６
月

期
分
（
平

成
７

年
２
月
～
５

月
分
）
を
６

月
1
2日

㈲
以

降
に
指
定
の
口
座
に
振
り
込

み
ま

す
。

蠢
援
護
課
援
護
係

労

働
安

全

衛

生

法

に

よ

る

各

種

免

許

手

続

き

の

「

テ

レ

ホ

ン

サ

ー

ビ

ス

」

を

開

始

一一
0
4
3
－
2
2
2
－
4
3
3
6

番



タ
イ
ト

ル
が
色
刷
り
の
も
の
は
、
市

の
主

催
で
す
。

ふ

れ

あ

い
教

室

①

ペ

ン

習

字

②

エ

ア

ロ

ビ
ク

ス

６

月
７
日
～
８

月
2
3日
の
毎
週

水
曜
日

、
午
後
６

時
3
0分
～
８

時

3
0分
（
全
十
二
回
）
　
会
場
勤
労

会
館
　

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の

人
（
初
心
者
）
　

定
員
①
三
十
人

②
八
十
人
（
い
ず
れ
も
抽
選
）
　
費

用

①
教
科
書
代
千
百
円

②
無
料

惠
５
月
2
6日
窗
〔
消
印

有
効
〕
ま

で
に
、
往
復（

ガ
キ
に

住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
勤
務
先
・

教
室
名
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸

市
根
本
三
八
七
－

五
松
戸
市
役
所

商
工
課
労
政
係
へ

婚

前

・

母

子

・

寡

婦

家

庭

対

象

和

裁

講

習

会

６

月
１１
一
日

～

７

月
1
6
囗

と

９

月

３

日
工

…一
月
８

囗

の

各
日

曜
日

、

午
後

１

時
～

５

時

（

全

十
二

回

会

場

矢

切
公

民

館
　

内

容
じ

ゅ
ば

ん

・
浴

衣

・

守
・‐・
ル

着

物
の

製
作

（

初
め

て

の

人

も

初

歩

か

ら

指

導

し

ま

す

）
　
費
用

無

料
（
材

料
費

は

自

費
）
　
持

ち

物
裁

縫

セ

ッ
ト
・
白

力
タ

ン

糸
・
針

（
三

の

三

）
・

初
め

て

の

人

は

サ
ラ

シ
布

一
反

と

浴
衣

地圃
６

月

２

日

窗

ま
で

に

、

電

話
で

福

祉

事
務

所

福

祉
係

へ

新

婚
学
級
－

子

供
を
産
み
育
て

て
い
く
た

め
に

1
2側

６
／
ｉ

側

５
／
2
9側

日
　
　

時
分０８ ９ ３作皿作

一夕ンセ健5 ９中
会
場

幸
福
な
家

庭
設
計
の

た
め
に

※
検
査

結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

気
が
つ
い
て
か

ら
で

は
遅
す
ぎ
る
妊
娠

・
出

産
の
心
得

講
師
：
・
医
師

・
堀
口

雅
子
氏

※
血
液
検
査
（
貧
血
・
梅
甼

風
し
ん
抗
体
価
）
を
有
料
で
実
施

結
婚
つ
で
、
親
に

な
る
つ
て

、
ど
ん
な
こ
と
９
・

講
師
：
・
教
育
心
理

劇
研

究
セ

ン
タ
ー

・
時
田

光
人

氏

※
血
圧
測
定

・
尿

検
査

を
無
料
で
実
施

内
　
　
　
　

容

対
象
未
婚
ま
た
は
新
婚
の
カ
ッ

プ
ル
（
一
人
で
の
参
加
も
歓
迎
）

費
用

無
料

匣
５

月
2
6日
窗
ま
で
に
電
話
で

小

金
保
健
セ
ン
タ
１
登
4
6－
5
6
0

1
番
へ

家

庭

教

育

学

級

合

同

開

級

式

記

念

講

演

会

６

月
６
日
㈹
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
市
民
会
館
　
テ

ー
マ
「
い
じ

め
の
根
っ
こ
～
愛
の
キ

ャ
ッ
チ

ボ

ー
ル
し
て
ま
す
か
」
　
講
師

家
庭

教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
・
内
田

玲
子

氏

費
用

無
料

固
矢
切
公

民
館
登
6
8－
1
2
1
4

番み

ん

な

で

守

ろ

う

地

球

環

境

の

集

い

６
月
２
日

窗
午

後
１

時
3
0分

開

演
　
会
場
市
民
劇
場
　

講
師
国
立

極
地
研
究
所
名
誉
教
授
・
理
学
博

士
（
第

二
十

六

次
南

極
観
測

隊

長
）
・
川
口
貞
男
氏
　
費
用
無
料

鬩

生
活
環
境
課
生
活

環
境
係

家

庭

教

育

講

演

会

「
今

い

じ

め

を

考

え

る

」

５

月
2
5日

困

午
前
1
0
時
開

演

会
場
市
民
劇
場
　
講
師
東
條
り
え

氏
　

費
用
無
料

固
明

る
い

社
会
づ

く
り
松

戸
推

進
協
議
会
・
吉
田

登
6
5－
7
3
8

9
番

家

庭

看

護

教

室

対
象
家
族
に
病
人
や
老
人
が
い

る
人
で

、
将
来
の
た
め
に
家
庭
看

護
を
勉
強
し
た
い
人
　

定
員
先
着

二
十
五
人

（
男
性
歓
迎
）

圃
５

月
3
0日
㈹
ま
で
に

、
（

ガ
キ

に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日

・
電

話
番
号
・
参
加
動
機
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
1
松
戸

市
小
根
本
七
松
戸
保
健

所
保
健
指
導
課
家
庭
看
護
教
室
担

当
（
昔
6
1－
2
1
2
1

番
）
　へ

講
座
・
講
演

音

楽

の

広

場

（

合

唱

講

座

）

５

月
2
3
日

㈹
午

後
１

時
3
0分

～
３

時
3
0分
　

会
場

市
民

劇
場

費
用
初
回
の
み
テ

キ
ス
ト
代
二
千

七
百
円

閲
矢
切
公

民
館
登
6
8－
1
2
1
4

番青 年 講 座

講 座 名 日　　時 会　場 対象 定 員 費　用

国際ボラン
ティフフ講座

6 /16～7 /28 の
毎週金曜日

午後 ア時～９時

市民劇場 十万ケ

のネ

歳奏

Ｗ

30人 無料

日本の文化
6 /17～8 年3 /16

の毎月第３土曜日

松雲亭・

能楽堂・
相撲部屋

15人
交通費

等実費

社交ダンス

初心者講座

6 /15～7 /27 の
毎週木曜日
午後７時～９時

青少年会
館

男女
各15人

1,000円

親

子

手

芸

教

室

６

月
1
0日

出

午

後
１

時
か

ら

会
場
市
民
会
館
　
対
象
小
・
中
学

生
お
よ
び
保
護
者
　
定
員
先
着
百

人
　

費
用
無
料
　

持
ち
物
は
さ
み

圃
松
戸
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協

議
会
（
こ

ど
も
課
育
成
係
内
）

S6/3 出 〔必 着〕までに 、往 復ハガ キに住所 ・氏名 ・年齢・電話

番号・希望 講座名 を記入して 、〒270松戸市新松戸 南２－ ２青少年会

館(044-8556 番）へ　 ※申し 込み多数の場合は 抽選

ワ ー プ ロ ．パ ソ コ ン 講 座

フ
ォ

ー
ク
ダ
ン

ス
講
習
会

コース 日　　　時 会場 対　象 費　用

① 初心者
5 /26～7 /28 の毎
週金曜日（全10回）

①午後２時～４時
②午後１時～２時

五
香
市
民
セ
ン
タ
｜
ほか

年齢
不問

5,000円

②
シルバー

初心者

60歳
以上

の人

2,500円

持ち物…運動靴・タオル・ハンカチ

晤電話で常盤平フォークダンスクラブ･斉藤S85-6160 番ぺ

楽

々
バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ
ー
教
室

二

日
千
六
百
ノ

カ
ロ
リ

ー
）

日　　時 内容（講話と調理実習）

６／１附 後午
鴿

よ

腹８分目～食べすぎていま

せんか？

7/6 困
コレ ステロう レガ気になる

人の食事

対象…市内在住・在勤で当センターの医学的検査

を1年以内に受診した人･先着35人 費用…毎回400

円 持ち物…エプロン･三角きん･ふきん･筆記用具

会場…健康増進センター

※医学的検査の受診日・利用証番号の確認を。

惠
５

月
2
0日
出
午
前
９
時
か
ら
電

話
で

健
康
増
進
セ
ン
タ
１
昔
6
5－

［
Ｄ［
Ｄ
８
８
番
へ

一

般

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

養

成

教

室
会
場

市
社
会
福
祉
協
議
会
内
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
定
員

先

着
三
十
人

費
用

無
料

惠
５

月
2
2
日
囲
～
2
6日

窗
の

間

に
、
電
話
で

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン

タ
１｛
一一
6
2－
5
9
6
3

番
へ

日　　時 内　　 容

6 /12(月)。 午

☆後
午

１
前 膊

1030
時 分
凵

午
３

後
膊

3 30
時 分
Ｊ

・ノーマライゼーションについて
・ﾎﾞﾗﾝﾃｨﾌﾌ 活動を始めるにあたって

13(火)
・見えないということ
・聞こえないということ

14團
・施設が期待するボランティフフ

・車イスの扱い方

15附
・福 祉 施 設 体 験 学 習 ☆

(身障 者通所授産施設　いぶきの広場)

16廊
・社会福祉協議会について
・福祉ネットワーク事業について

お
じ

い
ち

ゃ
ん
の
料
理
教
室

６

月
６
日
㈹
～
８
日
團
、
午
前

1
0時
3
0分
～
午
後
１

時
3
0分
　

会

楊
小
金
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象
市

内

在

住
の
六

十

歳
以

上

の
男

性

三

日
間
と

も
参
加
で

き
る
古

定
員
先
着
十
五
人
（
初
め
て
の
人

優
先
）
　
　費
用
無
料

兩

５

月
９９一
日

㈲
～
2
6
日

齏
の

間

に

、
電
話
で

市
社
会
福
祉
協
議
会

登
6
8
1
0
5
0
3
番
へ

講 座 名 日　　　　　時 定員･費用

ワープロ・パソ

コン入門講座

①5/290 月)・30(火)午後
②６／８困・９廁午前
③6 /26(月)・27(火)午前
④7/31 月卜 ４(火)午前

各６人

5,000円

⑤毎月第1･2火曜日⑥毎月第1･2金曜日
各午後６時30分～８時3〔}分

各２人
5,000円

ワープロオアシス

基礎講座
６／１困・２廁・５(月)・６(火) 午前

10人
12,000円

ワープロオアシス

応用講座

①5 /25 困・26廁・29(月)・30(火)午前

②6 /15困・16圃・19(月)・22内午前

各10人
12,000円

ワープロソフト

一太郎入門講座
6 / 6 C火)・７團・８困・９廁午後

10人

12,000円

ロータス１・２
・３基礎講座

①6/15 困・16廁・19(月)・22困午後
②７／５團・６困・７廊・10(月)午前

各10人
12,000円

匚ト タスフォロー

講座

①6/17山午前9時3C}分～午後4時30分

②6/260月)・27(火)午後

各10人
6,000円

ロータス１・２
・３応用講座

７／１圉・８圉

午前９時30分～午後４時30分

10人

12,000円

小学生対象親子

パソコン教室

①6/1 Ot土)午前9時30分～午後O時30分

②6/24圉午前9時30分～午後O時30分

各10組
1組3,000円

マッキントッシュ

パソコン講座

6/130*0･14冰)･20(火)･2悁妲)午前②午後
7/11C火)･12團･18(火)･19團③午前④午後

午前コース　午前９時30分～正午
午後コース　午後１時30分～４時

各３人
12,000円

芦午前＝午前９時30分～午後Ｏ時30分、午後＝午後１時30分～４時

30分　各コースともテキスト代2,000円
※申込受付は原則として先着順です。講師の都合等で日程の変更、
または受講者が少ない場合は講座を開講しないこともあります。

昌松戸地域職業訓練センター（テクノ21）f149－3200番（小金原1

-19- 3 ）

食

生

活

講

座

（

全

四

回

）

会
場

小

金

保

健
セ

ン

タ

ー
　

定

員

先

着
三

十

人
　

費
用

無

料

圉

電
話

で

小

金

保

健
セ

ン

タ
１
｛
一一

4
6－
5
6
0
1

番
へ

日　　時 内　　容

6 /20
(火) 。午６前

/10
27時
は Ｓ
正午
午後
ま１で時

゛30
分

健康と食生活
について

スピード 料理

(実習)

27
(火)

健康づくりと
運動・休養に
ついて

手軽にできる

ヨガ（実技）

７／４

(火)
家族そろつて
成人病を予防
しよう

野菜をいっぱ
い食べよう
(実習)

11

(火)
成長期のため
の食生活につ
いて

カルシウムを
上手にとろう
(実習)

さ

わ

や

か

な

自

己

表

現

の

す

す

め

（

話

し

方

）

６
月
４
日
～
1
8日
の
毎
週
土
曜

日

、
午
後
１

時
～
４
時
　

会
場
市

民
劇
場
　

費
用
三
千
円

醋
ア
サ

ー
シ
ョ
ン
研
究
会
・
堀
口

容
0
4
7
1

－
8
4－
0
2
4
5

番

一枚の写真が
きっかけでした。

新婚さん　こんにちは

第
一
期
女
性
大
学
－

自
分
を
探
し
に
出
か
け
よ
う

日　程 内　　　　 容

5 /30(火)
オリエンテーション～あたらしい出会い

を求めて

６／ ６(火)
女性問題と男性問題～それはいつでも背

中合わせ？

13(火)
女性史の中の私～主婦の成り立ち・私の

居場所

2朗
子育てと自分育て～子育てを通して私が
得るもの

27(火)
社会の中へ～女性の社会参加が生み出す

もの

７／ ４(火)
つくる人生・つくられる人生～私らしく

生きるために

11(火)グループ・ワーク～私のテーマ探し

18(火)
まとめ（懇談会）～自分を探しに出かけ

よう

ト

レ

ー
ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会５

月
2
7
日

出
午

後
１

時
3
0分

～
３
時
3
0分
　

会
場
青
少
年
会
館

樋
野
口
分
館
　
費
用
無
料
　
対
象

十
五
歳
以
上
の
人
（
三

十
歳
未
満

の
人
を
優
先
）
　
定
員
先
着
二

十

人
　
持
ち
物
運
動
着
・
上
履
き

匣

電
話
で

青
少
年
会
館
音
4
4－
8

5
5
6

番
へ

講師…立教大学講師・長谷幸江氏　会場…勤労会館
定員…先着30人（２歳以上の保育・先着10人あり）
費用…無料
剔電話で矢切公民館酋68-1214 番（月曜休館）へ

フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ

メ

ン

ト

特

別

講

座

①
５
月
2
5日
團
②
2
8日
㈲
、
各
午

前
1
0時
～
午
後
２
時
　

会
場

①
テ

ク
ノ
2
1
②
八
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用

各
二
千
円
　
内
容
パ
ス
テ
ル

カ
ラ
ー
・
ア
レ
ン
ジ

間
フ
ロ
ー
ラ
ル

ーア
ー
ト
花
の
友
の

会
・
阿
部
音
4
9
1
0
0
0
8
番

同
僚
の
旅
の
ア
ル
バ
ム
を
見
て
い
る

と
、
あ
る
一
枚
の
写
真
に
一
瞬
目
が
止
ま

り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
自
然
な
笑
顔
で
、

私
に
ほ
ほ
笑
み
か
け
る
女
性
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

ど
う
し
て
も
そ
の
写
真
が
気
に
な
っ
て

い
る
と
、
同
僚
が
本
物
の
彼
女
に
会
わ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

常盤平 小林　洋文さん

充恵さん

※
こ
の
欄
に
登
場

し
て
く
だ
さ

る

カ
ッ
プ
ル
を
募

集
し
て

い
ま
す

。

閲

広
報
課

情報チャンネル



催

し

物

４

Ｈ

ク

ラ

ブ

野

菜

販

売

５

月
2
7日

出

午
前
９

時
3
0
分

～
午
後
４

時
　
会
場
Ｊ
Ａ
五
香
支

店
前
　
内
容
地
場
野
菜
の
即

売

固
松
戸
４
Ｈ

ク
ラ
ブ
・
鈴
木
容
6
2

－
8
4
6
5

番

楽

し

い

趣

味

の

切

手

展

５

月
2
7
日

出
～
2
8
日
面

、

午

前

1
0時
～

午

後
５

時
　

会

場

常

盤
平

市

民
セ

ン

タ

ー
　

費
用

無

料

※
2
8
日

午

後
２

時
か

ら

切

手

教
室

固

松

戸

郵
趣

会

・

屋
代
｛
一一
4
3－
8

5
6
0

番

（
夜

間

）

東

葛

飾

地

域

福

祉

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

６

月
４
日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後

３
時
　

会
場
Ｊ
Ｒ

新
浦
安
駅
駅
前

広
場
　
内
容
福
祉
展
示
・
体
験
・

相
談
コ

ー
ナ
ー
・
バ
ザ
ー
な
ど

固
東
葛
飾
支
庁
社
会
福
祉
課
容
6
1

－
4
0
7
7

番

○
譲
り

ま
す

【

家

具
】

ラ
イ

テ

ィ

ン

グ

デ
ス

ク

五
千

円

・

無

料
◆

ダ

ブ
ル

ベ

ッ

ド
五

千

円

◆

シ
ン

グ
ル

ベ
ッ

ド

千
円

◆

ソ
フ

ァ

ー
ベ

ッ

ド
五

千

円
◆

ソ

フ

ァ

ー

（
二

人

掛
け

二
つ

セ

ッ

ト

）
六

千

円

◆

ダ
イ

ニ
ン

グ
テ

ー
ブ
ル

（
い

す
二

個

付

き

）
三

千

円

◆
木

製
折
り

た

た

み

机

・
い

す

千
六

百

円

◆

籐

製
つ

い

た

て

五

千
円

◆

レ
ン

ジ

台

二

千
円

「
一
」一
気

用

品

〕
　
冷

蔵

庫

五

千

円

◆

電
子

レ

ン

ジ
四

千

円

・

三

千

円

◆

掃

除
機

千
円

◆

電

気
ス

つ

く

し

バ

ザ

ー

６
月
３
日
出
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
県
立
松
戸
つ
く
し
養
護
学
校

汰
品

物
の
提
供
も
お
願
い
し
ま
す

。

醴
松
戸
つ
く
し
養
護
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

バ
ザ
ー
実
行
委
員
会
・
佐
山
容
8
9

－
8
1
2
1

番

市

民

コ

ン

サ

ー

ト

合

唱

団

員

募

集
・
ブ

ラ

ー

ム

ス
「

ド

イ

ツ

ー

レ

ク

イ

エ

ム

」

募

集
人

員
百

五

十
人

（
混

声
四

部
）
　
練
習

日

土

曜
日
（
月
一
〒

三

回

。
６
・
７

月
は

金
曜

日

）
　
指
導

相

良

文

明
氏
　

費

用

六
千

円
　

公

演

平

成
８

年
３

月
％
一
日

旧

圃

６

月
1
0
日

出
〔
必

着
〕
ま
で

に

、

（

ガ
キ
に

住
所

・

氏

名

・

年
齢

・

合

唱

パ

ー・
卜
を

記

入

し
て

、

〒
2
7
0

松
戸

市

千

駄
堀

六

四

六

森
の

ホ

ー

ル
2
1
松

戸

市
文

化

振

興

財

団
内

松

戸

市
音

楽

協
会

・
大

沢

（

容
8
3－

0
1
1
1

番

）
　へ

タ
ン

ド
二

千

五
百

円

二

点

・
千

円

◆

洋
風

照

明

器

具
（
六

畳

用

）

三

千
円

◆

フ

ァ
ン

ヒ

ー
タ

ー
五

千

円
◆

ク

ッ

キ
ン

グ
カ

ッ

タ

ー

三

千
円

◆
〔

ン

デ

ィ

ー
ス

ラ

イ

サ

上

二
千

五

百

円

孚

供
用

品

〕
Ａ

型

ベ

ビ
ー

カ

ー
五

千
円

二

点

・

千
五

百

円

・

無

料
二

点

◆

ブ
ラ

ン

コ

ホ
ル

ダ

ー
千
円

◆
（

イ

ア
ン

ド
ロ

ー
チ

ェ

ア

無

料
◆

ベ

ビ

ー

ベ
ッ

ド
ハ

千

円

・
三

千

円

◆

歩

行

器
千

円

◆

だ

っ
こ

ベ
ル

ト

千
五

百

円

◆

お

ま

る

千
円

〔
ス

ポ

ー

ツ
用

品

・

楽

器
〕

三

味

線

（
け

い
こ

用

）
　一
万

円

◆

子

供
用

ス

キ

ー

板
・
靴
（
2
3
惣

）・

難

病

相

談

（

在

宅

療

養

者

の

つ

ど

い
）

５
月
2
6日

窗
午
後
１

時
～
４
時

会
場
東
葛

飾
合
同
庁
舎
　
内
容
神

経
系
難
病
者
の
日
常
生
活
の

中
で

で
き
る
音
楽
療
法
　

講
師
音
楽
療

法
士
・
平
田

紀
子
氏
ほ
か

圃一
５
月
2
2日

㈲
ま
で
に
、
電
話
で

松
戸

保
健
所
予
防
課
容
6
1－
2
1

2
1

番
へ

パ ー ク セ ン タ ー （21 世 紀 の 森 と 広 場 ） 催 し 物

な

ん

で

も

相
談

日

５
月
2
8日

㈲
午
前
1
0時
3
0分
～

午
後
３
時
　

会
場
イ
ト

ー
ヨ

ー
カ

堂
松
戸
店
六
階
催
事
場
　

内
容
生

活
一
般
（
法
律
・
税
金
・
登
記
・

建
築
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
・
教
育
・

不
動
産
売
買
、
社
会
保
険
な
ど
）

費
用
無
料

鬩
松
戸
商
工
会
議
所
登
6
4－
3
1

1
1

番

行 事 名 日　　　時 講　　　師 対　 象

こども手づくり教室

｢押し花で璧かざりを

作ろう｣

6/4( 日)

午後１時30分
～３時30分

フラワーフフーティ

スト
山中　琴江氏

小学生以上

先着24人
(親子可)

みどりの講習会

｢セント ポーリフフの育

て方｣

6 /11(日)

午後１時30分
～３時3〔}分

園芸研究家

川野　嘉一氏

どなたでも

先着40人

みどりの講習会　☆
｢ハンギングバスケッ

ト を作ろう｣

6 /18(日)
午後１時3〔}分
～３時30分

園芸研究家
丸尾　三恵子氏

どなたでも

先着24人

園芸教室

｢フフジサイの育て方｣

6 /21團
午後１時30分
～３時

みどりの相談員
田口　峯男氏

どなたでも

先着20人

園芸教室
｢ハナショウブの育て

方｣

6/25 日

午後１時30分
～３時

みどりの相談員
渡辺　重吉郎氏

どなたでも
先着20人

ス

ト

ッ

ク
1
3
0参
五

千

円
◆

キ

ャ

デ
ィ

ー
バ

ッ

グ

（
女

性
用

）
二

千

円

◆

釣
り

ざ
お

二

本
三

千

円

〔
日

用

雑

貨
〕
（
都
）
ガ
ス

テ

ー

ブ
ル

ー
万

円
◆

ポ

ー
タ

ブ
ル

便

器

（
大

人

用

）

無
料

◆

折
り

た

た

み

歩

行

器

（
大

人

用

）

無
料

◆

洋
式

補

助

便

座

（
ス
テ

ッ

プ

付
き
）
二
千
円
◆
額
縁
5
0×
6
0

芍
無
料
・
4
0×
3
0惣
無
料
◆
ケ

ー
ス
入
り
人
形

千
円
・
干
五
百

円
◆
室
内
物
干
し
三
千
円
◆
編

み
機

無
料
◆
プ
ラ
ン
タ
ー
五
個

五
百
円
◆
小
型
犬
用
サ
ー
ク
ル

無
料

兩一
５
月
2
5日
困
〔
消
印
有
効
〕

ま
で
に
、
（

ガ
キ
に

希
望
品
名

二

点
に
つ
き
一
人
一
枚
）・
価

格
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

倉

間
お
勤
め
の
人
は
勤
務
先

松

戸

さ

つ

き

会

花

季

展

示

会

５

月
2
3日
㈹
～
2
8日
収
、
午
前

９
時
～
午
後
５

時
　
会
場
運
動
公

園
体
育
館
　
費
用
無
料

※
2
3日
㈹
午
後
１

時
か
ら
花
木
の

手
入
れ
講
習
会
を
開
催
。

固
松
戸
皐
月
会
・
鈴
木
昔
4
1－
3

3
0
7

番

へ

費 用…☆のみ材料費1,500 円。そ れ以 外は無料

匣電 話でパークセンター豐45 －8900 番（月曜 休館）

の
電
話
番
号
）
を
記
入
し
て

、

〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七
－

八
京

葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第
ニ
ヒ
ル

松
戸

市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽
選

し
、
当
選
者
に
電
話
連
絡
し

ま
す
。
紹
介
後
は
自
主
交
渉

に
な
り
ま
す
。

○

次
回
掲
載
分

に
つ

い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
５

月
2
4日
團
ま
で
に
、
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
一
人
三

点
ま
で
）
。
６
月
2
0日
号
に

掲
載

し
ま
す
。
価
格
は
一
万
円
ま
で

で
、
衣
料
品
・
食
料
品
・
自
転

車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

閲

消

費
生

活
セ

ン
タ

１

昔
6
6

－
7
3
2
9

番

放

課

後

の

子

ど

も

指

導

研

究

会
６
月
1
7日
出
午
後
３

時
と
６
時

会
場
市
民
会
館
　
内
容
お
祭
り
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ヤ
ン
タ
森
へ
い
く
」

費
用
千
五
百
円

（
四
歳
以
占

固
八

ヶ
崎
学
童
・
長
谷
川
音
4
5－

9
3
2
2

番

式

根
島

・

海

中

温

泉

の

旅

６
月
2
3日

廁
午
後
９
時
竹
芝
さ

ん
橋
待
合
所
集
合

⑤
2
5日
㈲
午
後

８

時
⑧
2
6日
側
午
前
７

時
1
0分
帰

着
　

費
用

⑥
二
万
円

⑧
二
万
八
千

五
百

円
（
各
船
代
・
宿
泊
費
含
む
）

持
ち
物
水
着
・
着
替
え
な
ど

醴
松
戸
工
業
連
合
会
・
文
化
活
動

協
力
会
・
上
野
昔
6
3－
4
3
7
4

番
（
平
日
の
午
後
１

時
～
５

時
）

連合町会発足20年記念文化祭稔台開村50 年・

再

生

自

転

車

の

即

売

受
付
日
５
月
2
2日
側
～
2
6日
窗
、

午
前
1
0時
～
午
後
３
時
　

会
場
生

き
が
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
金
ヶ
作

二
七
七

―
四

）
　
　販
売
台
数

六
十

台
　
価
格
五
千
円
～
一
万

一
千
円

交
通
五
香
駅
東
口
か
ら
新
京
成
バ

ス

示

新
山
」
行
き
ま
た
は
「
柏
陵

高
校
」
行
き
で

新
栄
町
入
口
下

車

固
㈲
松
戸
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン

タ
１

容
8
4－
3
1
9
1

番

①

高

齢

者

保

健

福

祉

施

設

見

学

会

＆

②

長

寿

フ

ォ

ー

ラ

ム

６

月
2
2日
困
①
南
花
園
＝
午
前

９
時
新
松
戸
駅
、
９

時
3
0分
市
役

所
、
松
寿
園
＝
９

時
4
0分
五
香
駅

集
合
②
午
後
１
時
か
ら
市
民
会
館

定
員
①
南
花
園
五
十
人
、
松
寿
園

二
十
人
（
抽
選
）
②
先
着
千
人
　

費

用
無
料

惠
５

月
3
1日
圉
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
、
①
の
場
合
は
希
望
ヲ

・・

ス
も
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根

杢

二
八
七
－

五
松
戸
市
役
所
高
齢

者
対
策
室
②
〒
2
7
1
松
戸
市
小

根
本

七
東
葛
飾
支
庁
社
会
福
祉
課
（
昔

6
1－
4
0
7
7

番
）
　へ

日　　　時 内　　　容 会　　　場

展

示

５ ／３０㈲～6/4( 日)

午前10時～午後６時

油絵・水彩画・版画・水
墨画・書道・かな書道・

ペン習字

文化ホール

6 /10山・11(日)

午前９時～午後５時

生け花 稔台市民センター別館

盆栽 稔台市民センター本館

催

し

物

6
/

11
剛

午前９時30分～

午後６時

囲碁大会
(会費1,000円昼食付き)

稔台市民センター本館

午前10時～午後４時
茶道お点前
(お抹茶)

午前10時～午後５時 芸能発表会

稔台市民センター別館
午後６時～９時 社交ダンスのタベ

６／恨日）

午前11時～午後５時

俳句大会
(参加費1,000円)

6/25 臼正午～午後５時 日本舞踊発表会 市民劇場

時で終※展示 の部の最終日、文化ホ ールは午後 ５時 、稔台 市民 セン ターは午後 ４

了し ます。

問 稔台 文化団体連絡協 議会・大井063-3185 番

社

交

ダ

ン
ス

ー
フ
リ

ー

タ
イ

ム

５

月
2
8日
照
午
後
２
時
～
５

時

会
場
勤
労
会
館
　

費
用
五
百
円

固
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ふ
れ
あ
い
会
・

小
河
容
6
4－
8
1
5
0

番

森

の

コ

ン

サ

ー

ト

６

月
４

日

㈲
午

後
２

時
開

演

会
場
森
の

ホ
ー
ル
2
1
　
内
容
メ
ン

デ
ル
ス
ソ

ー
ン

ー
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン

協
奏
曲

ほ
か
　

費
用
千

二
百
円

（
全
席
自
由
・
前
売
り
千
円
）

醋
松
戸
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
（

Ｉ
モ
ニ

ー
管
弦
楽
団
・
笠
村
容
4
4－
1
4

1
8

番

ス
ポ
ー
ツ

グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ

ル
フ
教
室

日　　　時 会　　場 費用 問い合わせ

５ /28(B)、６／４(日)

午 前９時～ 正午
高木小学校

無

料

体育指導委員
染谷
a87-ｱ632 番

６／４(日)

午前８時30分～正午
松ヶ丘小学校

体育指導委員
村松
S64-2927 番

6 /11(日〉午前９時～

午後ｏ時30分
栗ヶ沢小学校

体育指導委員
篠崎
S87-3336 番

惠当日 、現地で

テ

ニ

ス

ー
ダ

ブ

ル

ス

選

手

権

大

会①
７

月
９
日
・
1
6日
②
８
月
2
0

日
、
９

月
３
日
の
各
日
曜
日
、
各

午
前
９

時
か
ら
　

会
揚
栗
ヶ
沢
公

園
庭
球
場
　
対

象
市
内
在
住
、
在

勤
者
　
種
目
①
一
般
男
子

②
一
般

女
子
、
壮
年
男
女
　

費
用
一
組
千

五
百
円

匣
６
月
1
5日
團
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

所
定
の
申
込
用

紙
で
〒
2
7
0
松
戸
北

郵
便
局
私
書
箱

匸
一
号
松
戸
市
テ

ニ
ス

協
会
へ

醴
松
戸
市
テ
ニ
ス

協
会
・
平
木
容

4
8－
ａ
ｕ
７
８
４

番

健康保険証

を忘れずに

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

６

月
1
0
日
出

午
後
い１１
時
伊

勢

丹

松
戸

店
前

集

合

ご

‥１１一
日

㈲

午

後
８

時

帰

着
　

行

き
先

埼

玉

県
両

神
山

対

象

中
学

生
以

上

の

人
　

費
用

一

万
円
　

定

員

先

着
三

十

五
人

間

松
戸

山

岳

協

会

・
高

橋

容
8
7－

1
7
8
4

番

市

民

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大

会

６

月
2
5日
、
７
月
２
日
の

各
日

曜
日

、
午
前
８

時
3
0分
～
午
後
７

時
　

会
場
運
動
公
園
体
育
館
ほ
か

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
者
で

編
成

し
た
チ

ー
ム
（
高
校
生
は
不
可
）

費
用
一
チ

ー
ム
三
千
円

圃
６

月
３
日
出
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

（

ガ
キ
に
チ

ー
ム
名
・
男
女
の
別
・

代
表
者
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
松
戸
市
新
松

戸
北
ニ

ー
一
六
－

一
一
市
立
小
金

中
学
校
内
・
浜
田
一

彦
（｛
一一
4
1
F

0
6
4
6

番
｝
　へ

※
６
月
1
3日
次
午
後
７

時
か
ら
小

金
中
学
校
で
代
表
者
会
議
あ
り
。

家

庭

婦

人

ク

ラ

ス

別

テ

ニ

ス

大

会６
月
1
2日
・
1
9日
の

各
月
曜
日

孚

備
日
2
6旦

、
午
前
９

時
か
ら

会
楊
栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場
　
対
象

市
内
在
住
の
人
ま
た
は
家
庭
婦
人

テ
ニ
ス
協
会
加
盟
ク
ラ

ブ
員
　
費

用
ク
ラ
ブ
員
二
千
円
、
一

般
三
千

円
（

各
一
組
）

◆テレホン案内サービス………O66-0010 番
平日・午後５時～翌日午前９時
休日と土曜・午前９時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所………………S68-3756 番
衛生会館内・毎日午後８時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所…Q65-3430 番

衛生会館内・午後８時～11時

匣
５
月
2
8日
㈲
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
在
籍
ク
ラ

ブ
名
・
希
望
ク
ラ

ス

（
Ｓ
Ａ
・
Ａ

・
Ｂ
・
Ｃ
）
を
記

入
し
て
、
〒
2
7
0
松
戸
市
小
金
原
二

上

一
〇
－

二
四

松
戸
市
家
庭
婦
人

テ
ニ
ス

協
会
・
飯
島
徳
子
（
容
4
4

－
3
2
3
2

番
）
　へ

※
一
般
の
人
は
、
６
月
４

日
㈲
以

降
に
電
話
で

組
み
合
わ
せ
の
確

認
を
し
て
く
だ
さ
い

。

保
健
・
衛
生

歯

の

衛

生

週

間

「

歯

の

健

康

チ

ェ

ッ

ク

」

６

月
３
日
出
午
後
１
時
3
0分
～

３
時
　
会
場

中
央
保
健
セ
ン
タ

ー

内
容
歯
科
医
師
に
よ
る
診
査
ほ
か

茴
健
康
管
理
課
保
健
計
画
係

幼

児

の

腎

炎

・

ネ

フ

ロ

ー

ゼ

尿

検

査

対
象
平
成
元
年
４
月
２
日
～
４

年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
幼
児
（
認

可
幼
稚
園
一
保
育
所
等
に
通
園
し

て
い
る
幼
児
は

申
し
込
み
不
要
）

費
用
無
料

匣
６
月
９
日

窗
ま
で
に
、
（

ガ
キ

に
住
所
・
保
護
者
氏
名
・
幼
児
の

氏
名
と
性
別
と
生
年
月
日
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市

竹
ヶ
花
七
四
－

三

中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
内
健
康
管
理

課
尿
検
査
担
当

（
昔
6
6－
7
4
8
5

番
）
　へ

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

あ
な
た
の
家
の
不
要
品
い
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

緊急医療

体制



カナダ に嫁いだ姉に会いに

上本郷 高橋豊子に 「まきのはら 少し歩けば…」ハイ １

私
が
中
学
生
の
と
き
日
本
を
離

れ
て
カ
ナ
ダ
に
嫁
い
だ
姉
に
会
う

た
め
に
、
昨
年
十
月
に
、
姉
妹
三

人
と
娚
、
姪
の
五
人
で
カ
ナ
ダ
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

現
地
で
は
ご
主
人
と
二
人
の
娘

さ
ん
の
案
内
で
、
楽
し
い
カ
ナ
ダ

旅
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
森
と
湖

に
囲
ま
れ
た
き
れ
い
７
街
に
は
自

動
販
売
機
が
７
く
、
空
き
缶
ひ
と

つ
落
ち
て
い
ま
せ
ん
。
雄
大
７
景

色
に
感
動
し
、
ま
た
た
く
間
に
八

日
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

や
は
り
別
れ
は
悲
し
く
、
泣
く

ま
い
と
思
っ
て
い
て
も
涙
が
あ
ふ

れ
て
き
ま
し
た
。
「
今
度
は
「

ワ

イ
で
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
再
会
を

誓
い
空
港
を
後
に
し
ま
し
た
。

５月３日に21 世紀の森と広場で行われた「こども祭」。今

たくさんの親子連れでにぎわいました。

中でも珍しかっだのは、全て松戸にちなんだ句ばかりの　 松

戸かるた」。個人戦とあって、静かな中にも熱気を感じるー　 マ

もありました。

また、ヨーヨーコーナーにはたくさんの人が集まり、　色に

しようか迷っている子どもや自分で作って遊んでいる　どもも

いて、生き生きした表情に心なごむひと時でした。

直
径
は
2
2
セ
ン
チ

巨
大
シ

イ

タ

ケ

誕
生

街 の 話 題

今
年
も
に
ぎ
や
か
に
こ
ど
も
祭

松戸新田
田中　 秀子さん

みごとなシイタケ

松戸新田の田中さんの庭では、シイタケの木を栽培し

ています。

毎年原木を買っているので今では、22本になり ました。

シイタケが生えるまでは、 ３年間は木が乾かないよう

に水やりを欠力ヽさず、家を留守にするときは近所の人に

世話をお願いして出掛けます。

最近では200 個以上のシイタケガ採れ、近所の人に配っ

て大変喜ばれています。

田中さんはシイタケ料理も飽きてきたので、塩やコン

ブ を入れてシイタケ茶を楽しんでいるそうです。

森のホール21チヶットセンター

チ ケ ッls ｶﾞｲ ﾄﾞ

取扱時間　午前匐時~午後4時　昔8∠1-5050番(月曜日は休館)
公演日 公　 演　 名 会　場 開演時間 費　　用

6/10( 二i二)

ファミリ ーのための
名曲コンサート
｢上野範子ショパン
名曲集｣

森のホー

ル21

小ホール

午後２時
自由　2,000円

学生　1,000円

2紅 ）

ウィーン･コンツェルトフェ

ライン室内管弦楽団演奏会

モーツァ ルト 交響曲40

番ほか

森のホー

ル21

大ホール

☆午後２時

S/　4,500 円

A/　4,000 円

B/　3,000 円

7/2(日)

松竹大歌舞伎公演
市川團十郎ほか

「三人吉三」「傾城反
魂香」「釣女」

午後２時30分

S/　4,500 円

A/　3,500 円

B/　2,000 円

16(日)

ミュージカル

｢大草原の小さな家｣

目黒祐樹・沢田亜矢子

昼･午後O時30分

夜･午後4時30分

1階席4,500 円

2階席3.50C〕円

3階席2,000 円

22(二t)談志・歌丸二人会 市民会館 午後６時
S/　3,000 円

A/　2,500 円

9/9 田

本日発売

羽田健太郎十新星日本交

響楽団
オーケストラ･ﾌﾌ･ラ･
カルト

森のホー

ル21

大ホール

☆午後３時

S/　4,500 円

A/　3,500 円

B/　2,500 円

23山

本日発売

新ヴィヴ剴レディ合奏団

W肋
田部京子(ピアノ)

モーツァルト 交響曲41
番・ピアノ協奏曲26番

☆午後２時
S/　3.500 円

A/　3,000 円

※チケット は売り 切れの場合があり ます。

☆印は託児サービ ス（有料）があり ます。

日
暮
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
一
般
廃
棄

物
処
理
手
数
料
の
徴
収
業
務

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
一
般
廃
棄
物
処

理
手
数
料
の
徴
収
業
務

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
体
育
施
設
の
使
用

料
の
徴
収
業
務

東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
の
使
用
料
の
徴

収
業
務

市
民
劇
場
の
使
用
料
の
徴
収
業
務

体
育
施
設
（
運
動
公
園
・
栗
ヶ
沢
公
園

庭
球
場
・
小
金
原
体
育
館
・
常
盤
平
体

育
館
）
の
使
用
料
の
徴
収
業
務

文
化
ホ
ー
ル
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
の

使
用
料
の
徴
収
業
務

公
民
館
の
使
用
料
の
徴
収
業
務

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
の
徴
収

業
務

青
少
年
会
館
の
使
用
料
の
徴
収
業
務

市
民
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
の
徴
収
業
務

戸
定
歴
史
館
の
入
館
料
の
徴
収
業
務

勤
労
会
館
の
使
用
料
の
徴
収
業
務

松
戸
市
休
日
・
土
曜
日
・
夜
間
歯
科
診

療
所
の
料
金
徴
収
業
務

市
立
博
物
館
の
観
覧
料
収
納
事
務

松
戸
駅
西
口
地
下
駐
車
場
の
料
金
徴
収

業
務

委
　
　
託
　
　
業
　
　
務

松
戸
市
河
原
塚
三
六
－

一

日
暮
０
０
運
転
管
理
業
務
共
同
企
業
体

（
代
表
者
）
松
戸
市
清
掃
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事
・
田
中
信
義

横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
中
央
一
上

二
上

二

日
本
鋼
管
環
境
サ
ー
ビ
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長
・
河
田
　
勇
次

松
戸
市
根
本
三
八
七
―
五

腱
松
戸
市
施
設
管
理
公
社

理
事
長
・
山
縣
　
實

松
戸

市
竹
ヶ

花
四
五
一
五
＝
一
　
衛

生
会
館

内

社

団

法

人
　

松

戸

歯

科

医

師

会

会

長

・

高
田
　

圭

祐

中
央
区
八
重
洲
ニ

ー

ー
ー
五

日
本
キ
ャ
リ
エ
ー
ル
㈱

代
表
取
締
役
・
津
井
晴
夫

中
央
区
新
川
一－

一
八
－

一
一

東
陽
商
事
㈱

代
表
取
締
役
社
長
・
増
測
弘
機

委
　
　
託
　
　
先

日
暮
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー

昔
8
8・
６
５

５
５
番

ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
昔
8
4

・
３
１
１
５

番 東
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー

雲
9
1・
０
９

４
４
番

社
会
教
育
課

ス
ポ
ー
ツ
課

ａ
6
3・
９
２

４
１
番

文
化
ホ
ー
ル

酋
6
7・
７
８

１
０
番

矢
切
公
民
館

公
6
5・
１
２

１
４
番

健

康

増

進

セ

ン

タ

ー

豐
6
5

・

に
Ｕ

厂
り
）（

χ
Ｕ（

Ｍ
り

番
青
少
年
会
館

豐
4
4・
８
５

５
６
番

地
域
振
興
課

戸
定
歴
史
館

豐
6
2・
２
０

５
０
番

商
工
課

保
健
衛
生
課

市
立
博
物
館

一`
8
4一
８
１

８
１

番

再
開
発
課

担

当

課

身近な街の話題をお寄せく ださい。　醋広 報課

使用料等の徴収業務を委託しました
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